
京
都
・
平
安
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
三
町

（後
藤
庄
三
郎
家
屋
敷
跡
）

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
烏
九
二
条
上
ル
場
之
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
九
月
！

一
九
九
二
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
辻
　
裕
司

・
鈴
木
廣
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡
、
近
世
都
市

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
を

一
七
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
平
安
京
左
京
三
条
三
坊
十
三
町
に
該
当
す
る
。
平
安
時
代
後
期
、

こ
こ
に
は
御
所
と
し
て
三
条
東
殿
が
営
ま
れ
た
が
、
平
治
元
年

（
一
一
五
九
）
の

平
治
の
乱
が
勃
発
し
た
折
に
焼

亡
し
て
い
る
。　
一
方
、
江
戸
時

代
初
期
に
は
金
座
を
主
宰
し
た

後
藤
庄
三
郎
が
姉
小
路
に
面
し

て
居
を
構
え
た
こ
と
が
知
ら
れ

邸

て
い
る
。
今
回
報
告
す
る
抹
簡

級

は
こ
の
後
藤
家
敷
地
内
で
検
出

鯨

し
た
遺
構
か
ら
出
上
し
た
も
の

で
あ
る
。

調
査
区
は
十
三
町
の
ほ
ぽ
中
央
か
ら
東
洞
廃
大
路
の
西
半
に
か
け
て
の
地
区

に
東
西
約
六
五
ｍ
、
南
北
約
二
五
ｍ
の
範
囲
で
釣
形
に
設
定
し
た
。
基
本
的
な

層
序
は
現
地
表
下
に
積
土
層
と
江
戸
時
代
中
期
以
降

の
整
地
上
層
が
厚
さ
約

二

・
五
ｍ
あ
り
、
整
地
上
層
下
に
は
洪
水
に
よ
る
堆
積
層
と
考
え
ら
れ
る
厚
さ

○

。
一
を
○

。
四
ｍ
の
責
灰
色
砂
礫
層
が
堆
積
す
る
。
砂
礫
層
下
に
は
江
戸
時

代
前
期
の
整
地
層
や
室
町
時
代
の
整
地
層
が
あ
り
、
室
町
時
代
の
整
地
層
を
除

去
す
る
と
ほ
ば
無
遺
物
層

（調
査
区
西
半
で
は
黄
褐
色
粘
上
、
東
半
部
で
は
砂
深
層
）

と
な
る
。
各
土
層
の
上
面
で
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

平
安
時
代
に
属
す
る
遺
構
に
は
上
半
方
形

・
下
半
円
形
縦
板
組
の
井
戸
側
を

有
す
る
井
戸
が
あ
る
。
ま
た
同
井
戸
掘
形
か
ら
丼
籠
組
井
戸
部
材
も
出
上
し
た
。

室
町
時
代
に
属
す
る
遺
構
に
は
東
は
東
洞
院
通
、
西

・
南
は
そ
れ
ぞ
れ

一
町

の
中
心
を
限
る
堀
で
画
さ
れ
た
方
四
分
の
一
町

（約
六
〇
ｍ
四
方
）
に
復
原
で
き

る
邸
宅
跡
が
あ
る
。
西
限
の
堀
の
検
出
幅
は
六
ｍ
を
越
え
る
。
敷
地
東
南
部
に

は
約

一
一
ｍ
四
方
の
池
が
あ
る
。
会
大
の
礫
を
敷
い
て
景
石
を
配
し
、
滝
口
を

構
築
す
る
。
竜
泉
窯
青
磁
牡
丹
文
鉢

。
磁
洲
窯
白
磁
山
水
図
枕
な
ど
が
出
土
し

た
。江

戸
時
代
前
期
に
属
す
る
遺
構
に
は
、
東
洞
院
通
に
面
す
る
宅
地
に
伴
う
東

西
棟
礎
石
建
物

・
井
戸

・
土
坑
な
ど
と
、
そ
の
西
の
後
藤
家
に
伴
う
柱
列

・
南

北
棟
掘
立
柱
建
物

・
池

・
堀

。
土
坑
及
び
小
径
な
ど
が
あ
る
。
後
藤
家
敷
地
は

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『洛
中
絵
図
』
か
ら
概
略
復
原
で
き
、
検
出
し
た
遺

構
と
絵
図
を
重
ね
れ
ば
調
査
区
の
西
五
分
の
三
が
後
藤
家
敷
地
南
部
に
該
当
す



1993年 出土の木簡

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
後
藤
家
敷
地
に
伴
う
遺
構
に
つ
い
て
概
要
を
示
す
と
、

小
径
は
調
査
区
南
端
で
検
出
し
た
東
西
方
向
の
も
の
で
東
洞
院
通
か
ら
後
藤
家

敷
地
内
に
ま
で
及
ぶ
。
土
坑
（池
）
四
二

一
・
堀
三
九
七
は
調
査
区
中
央
に
あ
り

南
北
方
向
に
長
い
平
面
形
を
塁
す
る
。
土
坑
東
側
に
後
藤
家
の
東
の
境
界
を
示

す
南
北
方
向
の
塀
と
考
え
ら
れ
る
柱
列
が
あ
り
、
土
坑
四
二

一
埋
没
後
に
は
西

肩
日
に
沿

・っ
て
塀
が
設
け
ら
れ
た
。
調
査
区
西
端
に
掘
立
柱
建
物
が
あ
る
。
土

坑
四
二

一
南
部
に
は
土
坑

一
八
〇
、
土
坑

一
六
六
、
土
坑
四
五
九
、
土
坑
九
六

四
が
あ
る
。
土
坑
内
の
埋
土
は
灰

・
炭
が
主
体
で
あ
り
木
製
品
な
ど
が
投
棄
さ

れ
て
い
た
。
調
査
区
南
端
の
空
閑
地
に
は
多
数
の
上
坑
が
あ
る
が
、
土
坑
四
二

一
や
上
坑
七

一
三
に
は
泥
土
層
が
堆
積
し
木
製
品
や
土
器
な
ど
が
大
量
に
投
棄

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
土
坑
周
辺
の
無
遺
物
層
は
粘
土
層
で
あ
り
、
木
質
遺

物
が
良
好
な
状
態
で
遺
存
す
る
条
件
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

遺
物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
六
九
〇
箱
分
出
上
し
て
お
り
、
土
器

・
瓦
類
が

五
〇
三
箱
、
木
質
遺
物
は

一
七
七
箱
、
そ
の
他

一
〇
箱
あ
る
。
内
訳
は
土
器
類
、

瓦
類
、
土
製
品
、
石
製
品
、
金
属
製
品
、
銭
貨
、
獣
骨
、
種
子
、
木
製
品
な
ど

が
あ
る
。
土
器

。
瓦
類
の
半
数
以
上
お
よ
び
木
質
遺
物
は
江
戸
時
代
前
期
に
属

す
る
遺
物
で
あ
る
。
主
要
な
木
製
品
を
挙
げ
る
と
、
工
具
で
は
漆
塗
箆

・
刷
毛

。
工
具
柄

・
漆
布
、
服
飾
具
で
は
扇
子

・
下
駄
、
容
器
で
は
漆
器
椀

。
漆
器
皿

・
漆
塗
折
敷

・
折
敷

・
漆
塗
曲
物

。
曲
物

・
桶

・
釣
瓶

。
柄
杓

・
籠
編
物

。
把

手
、
食
事

。
調
理
具
で
は
箸

。
切
匙

。
杓
子
、
調
度
具
で
は
燈
架

・
漆
塗
部
材
、

遊
践
具
で
は
木
球

・
羽
子
板

・
舟

。
人
形
、
計
量
具
で
は
物
指
、
祭
祀
兵
で
は

1坑421モ鋳

江戸時代主要遺構模式図



立
体
人
形
棒

。
刀
形

・
舟
形
、　
雑
具
で
は
傘

。
楳
欄
待

・
林
欄
縄
な
ど
が
あ

之や
。文

字

・
記
号
資
料
と
し
て
は
石
製
品
で
は

「元
和
」
刻
線
銘
石
硯
、
木
製
品

で
は
漆
器
椀

・
皿
底
部
外
面
に

コ

」
ョ

ニ

さ

一酪

卓
則

〕
瓜

二

正

「Ｘ
」
「
Ｌ
」
「↓
」
「牛
」

「◇
」
、

下
駄
台
表
に

「中
」
７
∵
」

「
ハ
」

「
＞
」

「Ｘ
」
Ｔ
△
」
「奏
」
忍
困
」
「瓶
」
な
ど
の
文
字
、
記
号
を
赤
漆
や
刻
線
で
付

す
も
の
が
あ
る
。

木
筒
に
は
付
札
、
文
書
や
経
文
を
記
し
た
も
の
の
ほ
か
、
木
製
品
に
記
し
た

も
の
、
木
製
品
に
転
用
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔日
と

回
□
□
□

。
「
＜
養

た
ま
屋
孫
左
衛
門

。
「
＜
　
　
□
□
□

ｏ
「
＜
（目
印
）

四
つ
入
な
り
　
　
」

「
＜
　
　
　
府
中

二
郎
左
衛
門
」

〔な
ヵ
〕

ｏ
＜
（日
印
）

五

つ
入
□

×

・
＜
　
　
　
　
　
二
郎
左
衛
門

ｏ
「
＜
（目
印
）

符
中
　
　
国
□
□
□

ｏ
「
＜
（日
印
）

五
大
力
亨

Ｇ

ｅ

×

含

ｅ

×

卜
　

ｏ
∞
Φ

（
μ
ｍ
じ

×
］
ω
×
ヽ
　
Φ
μ
Φ

土
坑

一
六
大

①
　
ｏ
「
＜
（日
巴

ｏ
「
＜
（目
印
）

②
　
。
「
＜
Λ
三

。
「
＜
（
Ｉ

あ

つ
か
ミ
四
ツ
ノ
×

ぶ
中
は
い
三

二
郎
左

ｘ
　

　

（盛
ｙ
ｅ
ｘ
ｍ
ｏ＄

（
マ
蛍
）
　
〔丘
（ヵ
〕

伍
大
力
萩
北
□
□
□
」

□
吉
□
□
□
□

μ∞
い
×
（∞Φ
）
×
Ｎ
　
Ｏ
∞
∞

③
　
。
「
＜
（
上
　
回
上
々
女
剛
醜
］
掴
□
□
□
□
回
」

。「／く入＼会‥一　中牌叫望Ш
′ヽすⅨ悌俯隕
ぃゎ
ひちゃ」　
Ｎ寓×曽×い　ｏ出

14)(61(71

土
坑

一
八
〇

（
マ
ゝ
）

ω
　
　
「
七

つ
う
ち
う
」

土
坑
（池
）
四
二
一

・
十
二
之
内
」

。
九
兵
衛
　
」

南
無
阿
弥
陀
仏

l101

（
ド
∞
『
）
×
］
『
×
卜
　
ｏ
∞
∞

ド
ω
ｏ
×

μ
μ
×

∞
　

Φ
∞
∞

い
ド
ヽ
Ｘ

］
『
Ｘ

∞
　

Ｏ
Ｆ
】

（岸ドじ
×
〕］
×
卜
　
ｏω伽

（］］〇）
Ｘ
∞や
×
全
）

ｏ
ドμ



1998年出上の末簡

０
　
。「ｏ小
一無
酢
」

。
「
ｏ
（黒
印
）
　

」

⑫
　
。
「
＜
ｏ
（Ｂ
Ｖ
）

。
「
＜

ｏ

五
（
簿

症

ω
　
・
翻
□
』
す
□
□

・
翻
□
□
』

土
坑
四
五
九

⑬
　
ｏ
「
ｏ
（日
印
）

・
「
・○

llD     ①

□霜 □回□回
帳己
 □□□

回回□

毅洋酢

襲Hl叫

□出□

□□□

⑫
　
ｏ
「
＜
（日
印
）

・
冨

○

□
仁
五
ツ
之
内
」

「酔
朧
弥
五
郎
」

五
大
力
夢

符
中
　
国

紹

ｘ

∞
Ｏ
ｘ

卜
　

ｏ
中
岸

Φ
Φ
×

μ
Φ
Ｘ

や
　

一
∞
や

（３
）
×
鶴
∝
×
頓　
ａ
ｕ

ａ
じ
ｘ
Ｇ
ｅ
ｘ
ド　
８
μ

（ｒ
じ
ｘ
や
Φ
×
や　
Ｏ
ｓ

一
∞
ミ
択
わ
ф
Ｘ
ヽ
　
０
ド
“

台
鶴
）
ｘ
（岳
）
ｘ

　ヽ
Φ毬

t9l191⑩
Ｏ

ヽ
②④

土
抗
七

一
三

【
か

ヵ
〕

「
□
□
□
回
二

「
十

一
月
十
四
日

「
ｏ
か
ん
七
ツ
ウ
寓
捕
湘
器
叩
，
へ
」

「
ｏ
十
二
月
十
三
日
　
　
　
　
」

訂
す
八
十勾
ウ
常
口
聴
誌
鴫
た
う
」

ゆ勅
回
回
□
　
太
々
」

「□
国
」

「日
□
　
　
」

型ttI□   議ё
ぺ【   □□□□

選墾国
ミ〕回
F,事

機く盤   難⇒報
〔#言ミ〕  □□□
熙□□    ,泌 廓
□警驚照 回□、訥醸
||1饂回  既強辮□
□ Q皿膿  戴≫繋

>輯斡ё
▼ H沖〉,
゛むア③□
鉗EElじ回

資
ｅ

ｘ

ａ
）
来

騨
　

一
ド
Φ

い
⇔
Φ
Ｘ

Ｐ
甲
×

］
　

０
騨
Ｆ

い
卜
Ｐ
ｘ

絨

ｘ
雨
　

⇔
∞
μ

合
⇔り）
※
導
一ｘ
∞

３
μ

や
『
ф
Ｘ

〕
ф
Ｘ
い
　
０
⇔
Ｈ

Ｇ
ё
ｘ
８
ｕ
×
ヽ

自
い



2)

土
坑
（池
）四
二
一
出
土
木
簡

土
坑

一
六
六
出
土
木
簡

(20)

土
坑

一
八
〇
出
土
木
簡

土
坑
七

一
三
出
土
木
簡



1993年出上の木簡

②
　
。
「
せ
つ
□
□

ｏ
」

名
御
台
所
　
ｏ
」

い
　
。
「
□
□
ロ
　
エハ
ツ
ロ
ロ
ロ
ロ
」

。
「
　
　
□
□
□
□
　
　
　
　
」

い
　
。
□
□
□
□
六
□
□

・

『
□
井
□
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（懸
ゞ
全
Ｙ
卜
霞

土
坑
九
六
四

⑫
　
。
「
＜
祭
　
伊
勢
大
神
宮
」

「
＜
　
　
伍
大
力
菩
薩
」

μ
ｏ
Φ
×

卜
∞
×

∞
　

Φ
∞
中

木
簡
は
八
六
点
出
土
し
て
お
り
遺
構
ご
と
の
出
土
数
は
土
坑

一
六
六
は

一
九

点
、
土
坑
四
二

一
は
三
七
点
、
土
九
七

一
三
は

一
九
点
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
で

は
土
坑

一
八
〇

・
三
二
九

・
四
五
九

・
九
六
四
で

一
ぞ
三
点
、
堀
二
九
七
で

一

点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
文
字
が
不
鮮
明
で
判
読
し
難
い
も
の
は
示
し
て
い
な
い
。

土
坑

一
六
六

・
四
五
九
の
出
土
木
簡
は
頭
部
に

「
目
印
」

（商
標
）
を
書

い

た
付
札
が
大
半
を
占
め
る
。
土
坑
四
二

一
出
土
木
簡
の
う
ち

一
八
点
が
柿
状
の

薄
板

一
枚
ご
と
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
塁
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑨
は
下
半

の
一
側
面
を
削
り
、　
今
フ
状
木
製
品
に
転
用
す
る
。
①
は
片
面
中
央
に
墨
で
印

を
押
す
。
付
札
は
五
点
あ
る
が

一
点
を
除
き
墨
痕
は
な
い
。
土
九
七

一
三
出
土

］
い
∞
×

∞
Φ
×

卜
　

Ｏ
ω
μ

Ｎ
∞
い
×

Ｎ
”
×

卜
　

⇔
い
μ



木
筒
で
は
木
製
品
の
刀
形
②
に
刃
文
を
描
き
茎
に
銘
の
体
裁
の
墨
書
の
あ
る
も

の
や
切
匙
②
に
墨
書
し
た
も
の
、
木
簡
を
半
政
し
組
み
合
わ
せ
部
材
に
転
用
し

た
横
材
の
木
簡
④
が
あ
る
。
部
材
は
側
縁
を
削

っ
て
お
り
上
半
と
は
直
接
接
続

は
し
な
い
。
こ
の
横
材
の
木
簡
は
表
裏
に
来
訪
者
を
記
録
し
た

「
日
記
」
で
、

内
容
、
使
用
法
と
も
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
京
都
文
化
博
物
館
の
藤
本
孝

一
氏
の
ご
指

導
を
受
け
た
。

（辻
　
裕
司
）

大
阪
。大
坂
城
跡

ω

所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
〇
年

（平
２
）
四
月
を

一
九
九

一
年
三
月

一
一　
一
九
九

一
年
四
月
を

一
九
九
二
年
三
月

〓
一　
一
九
九
二
年
四
月
を

一
九
九
三
年
六
月

発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
鋤
柄
俊
夫

・
中
村
淳
磯

。
新
海
正
博

・
亀
井
　
聡

遺
跡
の
種
類
　
中

・
近
世
都
市

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ｉ
近
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
坂
城
跡
は
、
石
山
本
願
寺
、

豊
臣
期
大
坂
城
、
江
戸
期
大
坂

城
と
、
度
重
な
る
造
成
を
経
て

形
成
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
特

に
夏
の
陣
後
に
盛
ら
れ
た
江
戸

時
代
前
期
の
盛
土
は
、
厚
さ
四

ｍ
以
上
に
及
ぶ
膨
大
な
も
の
で

あ
る
。

今
回
報
告
す
る
大
坂
城
三
の

76543 2  1

(大阪東北部二万五千分の一)




